
・日本特許情報機構（Japio） は、 「SDGs技術の見える化」として、特許公報のAI推定を用いたSDGs企業ランキングを公開している。 

・ランキング情報には、PCT国際出願（2019年）の公開公報から、国別でSDGs技術を目標ごとに分析した結果が含まれる。 

・国際的な技術開発情報を、SDGsも考慮して多面的に収集し、グローバルな視点から研究開発戦略および知財戦略を策定することが重要である。 
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Click ! PCT国際出願に基づく 
SDGs技術の国別分析 

※Japioは、科学技術に関連が深い以下の8つの目標
についてランキングを作成 

１．国別ランキング 

※100か国以上がランキングされている。上記は上位５か国の結果を抽出。 

国別ランキングでは、各国の総合

（８目標の合計）スコアのランキン

グを表示。国ごとに、各目標の比率

も可視化している。 

日本は全体で３位。上位３か国は４

位以下とスコアに大きな差があり、

SDGs関連技術開発の進捗には国ご

とに差があると言える。 
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